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研究概要
ヒト脳機能研究が「局在論」から「統合論」へと進化している中、拡散テンソル画像や従来の
解析手法を用いた機能的MRI や脳波研究単独ではヒト脳内ネットワークの全貌を明らかとする
ことには限界が生じてきている。
そこで我々は①脳深部電極（定位的頭蓋内電極：SEEG）	による脳波検査、②機能的MRおよ
び③脳磁図を我々独自に発展させた手法を用いて解析し、それらの結果を統合・可視化すること
でさらなるヒト脳内ネットワークの理解を深める手法を新たに開発することを目的とした。特に
本研究では、高次脳機能への関与で近年注目を集めている、視床・島回・海馬・扁桃体といった
脳深部構造が関与する脳内ネットワークの解析を行うことで高次脳機能研究の分野に新たな知見
をもたらすことを狙いとした。
てんかん患者の健側脳に留置された電極から得られるSEEGデータはヒト脳から直接、限り

なく生理的に近い状態で得られる数少ない脳波である。機能的MRI および脳磁図解析には申請
者研究グループが有する健常者の 1000 人コホートのデータを用いる。機能的MRIと脳磁図解析
の手法はいずれも我々の研究グループが開発した独自の手法をもって行う。最終的にこれらの結
果を統合して専用解析ソフトで可視化する。
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